
西
新
井
町
自
治
会
だ
よ

り

平
成
一
〇
年
二
月

自
治
会
広
報
部

自
鰺
会
鑢
会

日
時
　
二
月
二
九
日
（
日
）

年
後

一
膳
よ
り

場
所
　
自
治
会
館

就
任

一
年
を
顧
み
て

二
月

一
五
日

（日
）
自
治
会
館
に
於
い
て
、
自

治
会
三
役

・
代
議
員

・
各
種
団
体
部
長
に
よ
る
役

員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
九
年
度
決
算
及
び
平
成

一
〇
年
度
予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
二
月
二

九
日
ｏ
自
治
会
総
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
が
決
定

し
ま
し
た
。

金

費

入

出
ス
一
　

　

　

”Ｘ

華
氏
　

　

　

“
４

繰

会

雑

予  算 決  算

単位 :円

収 入

合計

自
峰
会
々
晨
　
須

本ヽ
　
曜

昨
年

（
平

成
九

年
）
春
、

自

治

会
長

と

い
う
大

役

を

お
受

け
致

し

ま

し

て
、

早

い
も

の

で

一
年

が
経
過

し

よ
う

と

し

て
お

り
ま

す
。

こ
の
間
、

町
内

の
皆

様
方

の
暖

か

い

ご
協

力
を

頂

き
、

［
納

涼
祭
］

を

始

め

と
す

る
各

事

業

も
、
無
事
終

了
す

る

こ

と
が

出
来

ま

し
た
。
紙

面

を

お
借

り
し

て
厚

く
御

礼
申

し
上
げ

ま
す
。

さ

て
、

平

成

一
〇
年

度
、

私

は

二

つ

の
提

言
を

し
た

い
と
思

い
ま

す
。

一
つ
は
、

長

期

的
展

望

と

し

て
、
新

し

い
町
造

り
を

町
内
皆

様

と
共

に
考

え

て
行

き
た

い
。

山

辺
地

区
も
都

市

化

が

進

行

し
、

そ

れ

に
伴
う
各
種

の
問

題
が

生

じ

て
お

り
す
。

町
内

の
朝

夕

の

ラ

ッ

シ

ュ

一
つ
と

っ
て
も
、

環
境

の
変

化

が

顕
著

に
な

っ
て
き

ま

し
た
。

交

通

・
防

火

・
防
災

・
防

犯
環

境

の

整

備
拡
充

等
、

好

む
と
好
ま
ざ

る

と

に

か
か
わ
ら
ず

、

私
達

に
押

し
寄

せ

て
く

る

こ
と
が

予

想

さ

れ
ま
す
。

住

民

サ
イ

ド

に
た

っ
た

町
造

り

に
着

手

し
な

け

れ

ば

な

り
ま

せ

ん
。

問
題
解

決

は
、

遅

く

な

れ
ば
な

る
ほ
ど

困
難

に
な

っ
て
く

る

こ
と

で
し

ょ
う
。

又
。　
一
つ
に
は
、
防

災
会

の
設

立

で

す
。

阪
神

淡
路

大

震
災

も

三
年

が

経
過

し
、

私
達

も
、

あ

の
衝

撃
的

な
驚

き
も

記
憶

に
薄

く

な

っ
て
き

ま

し

た
。

〔
備

え
あ

れ
ば

憂

い
無

し
〕
防

災
意

識

の
高

揚

を
計

り
、

災
害

時

の
対

処

・
防

火

。

防

犯
等

町
内

の
安

全

を
守

る
た

め

に
、

皆

様
方

の
ご

協

力

を
お
願

い
し
た

い
と

思

っ
て
お

り
ま

す
。

以
上

二

つ
の
事

項
を

一
〇

年

度

の
目

標

と
し

て
、

考

え

て
行

き

た

い
と
思

っ

て
お

り
ま

す
。

収   入 支   出

繰越

会 置

雑収入

民
生
児
童
委
員
か
ら

最
近
感
じ
る
事

人
生
鬼
壼
客

夏

　

虜
以

ヽ
水

止
黍

上́

寒
暖

の
差

の
激

し
い
折
り
、
皆
様
如

何

お
過
ご
し
で
す
か
。
冬

の
乾
燥
期
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
体
調
を
崩
し
、
風

邪

ひ
き
の
方
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

特

に
高
齢
者

の
方

の
健
康
管
理

に

つ

い
て
は
、
自
分
自
身
は
も
と
よ
り
、
家

族

の
方

の
気
配
り
が
、
大
事

で
あ

る
か

と
思

い
ま
す
。
毎

日
の
生
活

の
中

に
少

し
ず

つ

『
歩
く
運
動
』
を
取

り
入
れ
る

事
を
お
勧

め
し
ま
す
。
当
町
内
に
は

【
健
歩
会
】
が
あ

り
ま
す
。
機
会

を
見

て
参
加
す
る
事
を
お
勧

め
し
ま
す
。

次
世
代

を
担
う
青
少
年

の
健
全
育

に

つ
い
て
、
最
近
新
聞
テ
レ
ビ
等
で
、
色
々

青
少
年

の
非
行
が
取
沙
汰
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
子
供

の
言
葉
遣

い

。
態
度

・
交

友
関
係
等
の
、
変
化
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ

う
。家
庭
内

で
は
親
と
子
が
、
小
さ
な
事

柄

で
も
話
題
を
交
え
な
が
ら
、
意
志

の

疎
通
を
図
る

こ
と
が
、
重
要

か
と
思

い

ま
す
。

こ
の
点
、
特
に
母
親
は
元
よ
り

父
親

の
気
配
り
に
期
待

し
ま
す
。

［
西
新
井
町
育
成
会
］

の
日
頃

の
諸

事
業

に
は
、
敬
意

を
表

し
ま
す
が
、
更

に
子
供
達

の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
相

互

の
連
絡
を
活
発

に
し
、
よ
り
広
範
囲

な
活
動
を
期
待
し

て
お
り
す
。

9

1.780.000  1.886.947

198
1.480
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000
233

198, 767
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122.980
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支出の詳細は、総

会資料参照下さし、
１
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68.254

00.000

21.746
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ｒ

ヽ

今
後
の
重
要
課
題
に
思
う

自
酷
ハ
酬
会
長
　
♪ａ
口
　
　
′ヽ■

西
新

井

町

の
皆

様

よ
う

や
く
春

め

い

て
ま

い
り

ま

し
た

。

日
頃

自
治

会

の
活

動

に
は
ご

協

力

を
頂

き

、

ま

こ
と

に
有

り
難
う

ご

ざ

い
ま

す

。

今
年

度

の
活
動

諸

行
事

も
、

現
時

点

ま

で

つ

つ
が
な

く

消

化

さ

れ

て
お

り
ま

す
。さ
て
、

今
年

度

皆

様

と
共

に
、
考

え

て
み
た

い

こ
と
が

、

町
内

に
動

き

と

し

て
あ
り

ま

す
。

［
区

画
整

理
］

を
勉

強

す

る
会

が

発
足

し

て
お

り
ま
す

の
で
、

広

報
よ

り
関
連

し
た

記
録

を
参

考

に
抜

粋

し
て

み
ま

し
た

の

で
、

列
記

し

て
お

き

ま
す

。

①

　

平

成

五
年

度

自

治

会

総
会

に

て

区

画
整

理

を
実

現

に
向

け

て
積

極

的

に
取

り
組

め
、

と

の
意

見

に
対

し

て

［
会
長
］

今

後

、

町
内

世
論

の

動

向

を
見

守

り
そ

の
動

向

に
よ

っ
て
は
、

前

向

き

に
検

討

す

る

時

期

も
あ

る

だ

ろ
う
。

②

　

平

成

八
年

度

挨

拶

文

の
中

で

区
画
整

理

を

い
よ

い
よ
考

え

る

時
期

に
な

っ
た

の
で
は
な

い
か
。

区
画

整

理

は
、

ス
タ
ー

ト
す

る
迄

に

は
、
紆

余

曲

折
が

予

測

さ

れ
ま
す

が

、

西
新
井

町

の
将

来

の
為

に
も
、

町
内
全

員

が
ま

と
ま

り
た

い
も

の
で
す
。

％

条

後

記

や

っ
と
春
ら
し
く
な
り
、
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
、
年
度
切
り
替
え
の
時
期
で
す
。
皆

様
良
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
か
。

健
歩
会
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。
写
真
も
初

め
て
載
せ
ま
し
た
。
如
何
で
す
か
。

ご
意
見
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
部
長
　
小
林
秀
雄

え
化
は
足
か
ら

″た
．
片
は
ル島τ
ラ
．
（の
フ
ぶ
¨
．臨儡
．郡
疇
『
「
［
「
皆 『】
【
』
は
―こ 作
一
一
［
一
〔
い
「
け
一
【
『
「
『
‐こ 談
］
』
［
一
】

健
歩
会
の
歩
み
と
今
年
の
計
画
　
健
ナ
会
々
長
　
　
小
彙
十

一
部

健
歩
会
も
発
足
し
て
、
今
年
四
月
で
早
い
も
の
で
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

健
歩
会

の
発
足
は
、
体
育
部
長
の
福
田
勝
男
氏
が
呼
び
か
け
、
自
治
会
主
催
で

れ

て
い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で
、

自

治
会

の
役
員

に
話
し
た

と

こ
ろ
、

是

非
実

地

し

て

ほ

し

い
と

の
快

諾

を
頂

き
、

発

足

し
ま

し
た
。

そ
れ
以
来
今

日
ま

で
、

毎

週

日
曜

日

の
朝

八
時

に
、

自

治
会

館

の
広

場

に
集

合

し

て
頂

き

、

出
発
前

に

ス
ト

レ

ツ
チ
体

操

で
身

体

を
ほ

ぐ

し

て
か

ら
、

参
加
者

全

員
約

一
時

間
位

歩

き

ま
す
。

そ

し

て
個

人
差

が

あ

る

の
で
、

２
～

３

ラ

ン
ク

に
分

か
れ

て
、

長

い

コ
ー

ス

・
短

い

コ
ー

ス
を
、

各
自
選

択

し

て
歩

い

て

い
ま
す
。

健
歩
会

で
は
、

【
ハ
イ

キ

ン
グ
】

も
行

っ
て
お
り
ま

す
。

こ

の

ハ
イ
キ

ン
グ
も

今

年

二
月

で
、

す

で

に
二
〇

回

を
数

え

て
お

り
ま
す
。

《
今

年

の

〔
一
月
〕

〔
二
月

〕

〔
二
月
〕

〔
四
月
〕

ハ
イ

キ

ン
グ
計

画

》

も
盛

り

沢

山

で
す
。

は
、

足

利

公
園

か

ら
織
姫

公
園

・
ば

ん
阿
寺

を

回

っ
て
自

治
会

館

ま

で
、

初

歩

き
。

は
、

大

坊

山

ハ
イ

キ

ン
グ
。

は
、

西
官

町

西
渓

園

～
織

姫

公
園
。

は
、

足

利

で

一
番

高

い
山

［
仙

人
岳
］

ク

リ

ー

ン

ハ
イ

ク

（
足

利
市

主

催

に
参

加
）
。

は
、

ヤ

シ
オ

ツ

ツ
ジ

の
き

れ

い
な
、
桐

生

梅

田

の

［
根

本

山
］

。

は
、

バ

ス
を
使

っ
て
、

こ
れ

又
、

目
を
楽

し
ま

せ

て
く

れ

る
赤

城

の

〔
鍋

割

山
〕

。

〔
七
月
〕

は
、
バ

ス
を
使

っ
て
、
有
名
な

コ
ー

ス

〔
日
光

霧
降
高

原
〕

ハ
イ

ク
。

〔
一
〇

月
〕

は
、

バ

ス
を

使

っ
て
、
紅

葉

の
美

し

い

〔
足

尾
庚

申

山
〕

。

〔
十

一
月
〕

は
、

〔
織
姫

山

か

ら
行

道

山
〕

迄

の

ハ
イ

ク
。

以
上
が
今

年

度

の
予

定

に
な

っ
て
お
り
ま

す
。

二
月

に
実

施

し
た

〔
大

坊

山
〕

の

ハ
イ

ク
は

（
上

の
写

真

）

、

松

の
緑

と
、

岩

尾
根

の
起

伏

の
富

ん
だ

コ
ー

ス
で
、

尾
根

歩

き

の
道

す

が

ら
、
冬

晴

れ

に
相
応

し

く
、
南

に

は
、
　

“
秩

父
連

山
”

か
ら

“
富

士

山
”
が

、

そ

の
左

に

目
を

や

る
と

“新
宿

副

都

心
”

の
高
層

ビ

ル
群
。

西
に
は
、
　

“
浅

間

山
”

西
上

川

の

“
荒
船

山
”
遠

く

“
八

ヶ
岳

”

北

に

か
ぶ

っ
た

山

々
、

左

か

ら

“
袈

裟
丸

山
”
　

“
皇
海

山

”
　

“庚

申

山

”
　

“
白

は

き

ま

し

ょ

う

。

六 五

月 月

柿一一『．静動一｛っ』̈一康一一．、輸̈一衛一̈猟．昼ン‘‘切蜀蜘″なま‘‘詢降峰竹］ｒ札一螂動ぽ疇帥撃でのっ一「．糊賊次げ

て

お

り

ま

す

。
　

一
度

参

加

し

て

、　

　

健
歩
会

で
は
、

こ
の
様

に
色

々
盛
り
沢
山
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
何
時

で

み

ん

な

で

歩

く

楽

し

み

を

味

わ

っ

れ
ｒ
ば
融

つた

“
れ
げ
議
贅
蹴
時

に
参
加

で
一
ま
す
。
是
非
町
内
皆
様

の
、
多
数

の

て
下
さ

い
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
み
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
健
康
で
す
。
そ
れ
に
は
歩
く
事
か
ら
で
す
。

あ ハ 根
｀

い イ山 雪
の キ "を


